
2020年度は、まさに新型コロナウイルスに始まり、新型コロナウイルスで終わる年と
なりました。2021年2月現在も明るい先の見通しが見えず、我々の社会がどう落ち着くの
か不安に満ちているように思います。しかしそのような中でも、大学が取り組んだ「遠隔授
業」は、遠隔授業の良い面、活用できる面、効果が高い面をはっきりと映し出すものとなりました。一方
でデメリットもあります。疲れ、集中力、生活リズム、運動不足、そして何より「関わりの希薄さ」を招
くものにもなっています。日常だった、授業が終わった後の「今の授業ってさ～」、「今日この後さ～」、
「最近さ～」という学生同士のオフの会話、こういった温かいつながりが無い孤独さ。「オフ」は、大学が
提供していた価値の一側面のようにも感じられます。
必然的に今号の特集テーマは「遠隔授業」となりました。太原先生の巻頭言、奈良先生の総説論文以
下、先生方のご実践を幅広くご執筆頂き、また公開講座録やFDの内容等も掲載することができました。
従前の一般寄稿も4件掲載しています。原稿をご寄稿くださり、また校正等時間の無い中ご協力を頂い
た先生方に、改めて感謝致します。またその校正作業の補助をしてくださった12月から研究所でご勤
務頂いた山内りえ子様にもこの場を借りて御礼申し上げます。本当にありがとうございました。
本研究所は、今年度より「目白大学高等教育研究所」に改組しました。『人と教育』も、今号（第15号）
からはその副題に「高等教育フォーラム」を冠し、冊子のデザイン、内容ともに新たに見直しています。
新型コロナウイルスの感染拡大の防止をしながら、研究所として様々な業務を進めるのは非常に困難の
あるものでしたが、無事に1年を終えることができ少し安堵しています。ご指導・ご支援頂いた全ての
方に、この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございました。� （峯村）
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